
　

来
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
は

平
清
盛
で
あ
る
。
武
家
の
身
な
が

ら
公く

卿
ぎ
ょ
う

に
列
し
、
太
政
大
臣
従
一

位
に
ま
で
昇
っ
た
平
氏
一
門
の
棟と

う

梁
り
ょ
う

で
あ
る
。
音
戸
の
瀬
戸
開
削
伝

説
や
厳
島
神
社
な
ど
の
関
係
で
平

清
盛
を
知
ら
な
い
人
は
先
ず
い
な
い
。

　

府
中
町
に
も
源
平
合
戦
の
こ
ろ

の
話
と
し
て
「
平
家
城
（
へ
つ
か

城
）
」
と
「
さ
さ
ら
が
池
」
の
平

家
落
人
伝
説
は
あ
る
が
別
稿
で
紹

介
す
る
。

　

清
盛
は
厳
島
神
社
を
平
家
一
門

の
氏
神
と
し
て
崇
敬
し
、
鳥
居
を

建
て
替
え
壮
麗
な
社
殿
と
回
廊
の

造
営
と
多
く
の
社
領
を
寄
進
し
て

手
厚
く
保
護
し
た
。
な
か
で
も
現

在
国
宝
中
の
国
宝
と
讃
え
ら
れ
て

い
る
、
賛
美
を
尽
く
し
た
平
家
納

経
は
、
平
清
盛
以
下
そ
の
子
の

重
盛
を
は
じ
め
弟
の
頼
盛
ら
一

門
の
う
ち
の
三
十
二
名
が
各
々
一

巻
ず
つ
分
担
し
、
そ
れ
に
厳
島

祭
神
に
こ
れ
を
奉
納
す
る
主
旨

を
認
め
た
清
盛
の
願
文
一
巻
を

加
え
た
三
十
三
巻
を
長
寛
二
年

（
１
１
６
４
）
に
奉
納
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
時
に
清
盛
四
十
七
歳

で
あ
っ
た
。
清
盛
の
厳
島
社
参
の

最
初
は
、
平
治
の
乱
の
翌
年
、
永

暦
元
年
（
１
１
６
０
）
清
盛
が
正

三
位
に
叙
せ
ら
れ
、
さ
ら
に
参
議

に
任
じ
ら
れ
て
公
卿
と
な
っ
た
と

き
、
丁
度
安
芸
国
に
向
う
途
中
で

あ
っ
た
。

　

平
氏
の
全
盛
時
代
を
築
い
た
平

清
盛
が
若
い
こ
ろ
安
芸
国
司
の
長

官
す
な
わ
ち
安
芸
守
に
な
っ
た
こ

と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
何

度
も
安
芸
守
を
歴
任
し
た
こ
と
は

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
清
盛

は
久
安
二
年
（
１
１
４
６
）
に

安

芸

守

に

な

り
、

そ
の
後
仁
平
三
年

（
１
１
５
３
）
、
久
寿

二
年
（
１
１
５
５
）

に
安
芸
守
に
任
ぜ

ら
れ
安
芸
国
と
は

特

別

な

関

係

が

あ
っ
た
よ
う
で
あ

る
。
だ
か
ら
そ
の

間
は
安
芸
国
の
国

衙
す
な
わ
ち
府
中

に
居
た
と
思
っ
た

ら
大
間
違
い
で
清
盛
も
遙よ

う

任に

ん

で

あ
っ
た
か
ら
、
留
守
所
が
置
か
れ

た
府
中
に
来
て
い
た
可
能
性
は
殆

ど
な
く
、
厳
島
社
参
は
船
で
直
行

し
て
い
た
。
清
盛
の
弟
の
経つ

ね

盛も

り

や

頼よ

り

盛も

り

も
清
盛
に
続
い
て
安
芸
守
に

な
っ
て
お
り
、
ま
た
清
盛
の
息
の

か
か
っ
た
人
物
が
安
芸
守
に
任
じ

ら
れ
て
お
り
、
安
芸
国
が
平
氏
の

知ち

行
ぎ
ょ
う

国こ
く

と
な
っ
て
い
た
。
同
時

に
ま
た
、
平
氏
と
深
い
関
わ
り
を

持
つ
荘
園
が
安
芸
国
に
存
在
し
て

お
り
、
平
氏
と
安
芸
国
は
密
接
な

関
係
が
あ
っ
た
。

府
中
町
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長

横
田　

禎
昭

〔
第
96
回
〕　
国こ

く

庁ち
ょ
う

屋や

敷し
き

跡あ
と･

田た

所ど
こ
ろ

明み
ょ
う

神じ
ん

社じ
ゃ･

田た

所ど
こ
ろ

文も
ん

書じ
ょ　

そ
の
五

ふ
る
さ
と
歴
史
散
歩

正しいごみ出しにご協力を
府中町環境センター(八幡四丁目1-1)　☎286–3266

ごみの不法投棄は、犯罪です！
不法投棄を目撃した人は、警察に通報してください。

ごみを出す時間に気をつけてください！
前日の夜や早朝に出すとカラスが見つけて荒らすことがあります。

午前8時30分までにごみステーションに出してください。

11/3
(木/祝)

北部 普通ごみ(月・木曜日収集地区)

南部
埋立・有害ごみ(第1回目木曜日収集地区)
ペットボトル・紙パック・白色トレイ
（第1回目木曜日収集地区）

11/23
(水/祝)

北部 大型ごみ(鶴江一丁目・大須四丁目)

南部
ペットボトル・紙パック・白色トレイ
（第4回目水曜日収集地区）

※環境センターへのごみの持ち込みは、受け付けていません。

◆次のごみはごみステーションに出してはいけません。
　環境センターへ自己搬入するか購入先または専門の処理業者
等へ相談してください。（費用がかかる場合あり）また「平成23年
度家庭ごみの正しい出し方」で詳細をよく確認のうえ処分して
ください。
自己搬入可能なもの
　�車の部品(個人で取り替えた小物のみ）、バッテリー、電子オル
ガン（小型卓上タイプのみ）、消火器（使用済みのものに限る。
未使用状態の場合は広島県消防機器同業組合広島支部☎278-
3830へ相談。処分費は有料）

自己搬入不可のもの（業者に処分依頼する）
　�ガスボンベ(カセット式ガスボンベ以外のもの）、車のタイヤ、
パソコン本体・ディスプレイ（製造メーカーまたは一般社団法
人パソコン３Ｒ推進協会☎03-5282-7685に連絡)

※�家電４品目（エアコン、テレビ、冷蔵庫、洗濯機・衣類乾燥機）
は、①不要になった場合は購入したお店に依頼②買い替えの
場合は購入するお店に依頼③指定引取場所への持ち込み④町
の委託業者に引き取りを依頼⑤環境センターへ自己搬入のい
ずれかの方法で処分してください。

旧焼却施設解体工事期間中のごみの持ち込み
　平成24年3月まで、解体工事を行っていますが、
環境センターへのごみの持ち込みは、通常通り受
け付けています。(環境センターはなくなりません)
工事期間中はご迷惑をおかけしますが、ご理解と
ご協力をお願いします。

平家納経
（『「山陽路の国宝・重文展」図録』より）

広報ふちゅう 23. 11. １ 24


